
中
村　

喜
一

問　

産
業
ま
ち
づ
く
り
地
域
と
は
。

答
市
長　

農
業
系
の
土
地
利
用
が

中
心
の
地
域
で
、
幹
線
道
路
の
整

備
な
ど
交
通
利
便
性
が
向
上
し
、

将
来
的
に
開
発
が
予
想
さ
れ
る
三

輪
野
江
地
域
、
須
賀
榎
戸
地
域
を

位
置
づ
け
た
。

問　

住
居
系
が
産
業
系
に
変
わ
っ

た
経
緯
は
。

答
市
長　

過
去
に
街
づ
く
り
協
議

会
が
設
け
ら
れ
区
画
整
理
事
業
な

ど
が
検
討
さ
れ
た
が
、
合
意
形
成

さ
れ
ず
に
白
紙
と
な
っ
た
。
そ
の

後
道
路
の
開
通
や
バ
イ
パ
ス
や
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
整
備
が
進
み

新
た
に「
産
業
ま
ち
づ
く
り
地
域
」

を
位
置
づ
け
た
。

問　

計
画
へ
の
意
見
は
。

答
市
長　

土
地
利
用
に
つ
い
て
地
域

住
民
か
ら
特
別
な
意
見
は
な
か
っ
た

が
、
交
通
利
便
性
向
上
な
ど
工
業
系

や
流
通
系
の
開
発
機
運
が
高
ま
っ
た

場
合
に
備
え
「
産
業
ま
ち
づ
く
り
地

域
」
に
位
置
づ
け
た
。

問　

白
地
地
域
の
土
地
利
用
は
。

答
市
長　

白
地
地
域
は
、
農
用
地

に
比
べ
規
制
が
緩
い
面
が
あ
り
、

長
期
的
に
は
無
秩
序
な
開
発
や
土

地
利
用
が
進
行
す
る
懸
念
が
あ
る
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
早
期
に
開

発
の
方
向
性
を
見
定
め
る
か
、
農

用
地
か
ら
の
除
外
を
見
直
す
こ
と

も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

◆
計
画
の
執
行
体
制
に
つ
い
て

問　

部
門
間
の
連
携
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

道
路
の
工
事

に
関
し
電
気
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
ガ
ス
事

業
者
で
構
成
す
る
調
整
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。

問　

地
域
と
の
連
携
は
。

答
市
長　

民
生
委
員
協
議
会
に
お

け
る
学
習
活
動
や
自
治
会
が
行
う

行
事
へ
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
参
加
に
つ
い
て
各
自
治
会
に
依

頼
し
た
。

問　

計
画
の
進
行
管
理
に
つ
い
て
。

答
市
長　

行
政
評
価
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
適
切
な
進
行
管
理
に
努

め
市
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
く
。

高
野　

昇

問　
「
一
体
改
革
」
と
い
い
な
が

ら
社
会
保
障
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
多

く
の
切
り
捨
て
が
並
ん
で
い
る
。

市
民
生
活
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
の
施
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

答
健
康
福
祉
部
長　

制
度
全
体
が

変
わ
っ
て
く
る
の
で
手
続
き
上
、

サ
ー
ビ
ス
上
、
大
き
な
混
乱
が
生

じ
る
と
考
え
て
い
る
。
法
案
等
が

仮
に
可
決
さ
れ
執
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
法
の
範
囲
内
で
市
と

し
て
、
市
民
に
対
す
る
支
援
策
を

考
え
て
い
く
。

◆
無
料
低
額
診
療
の
利
用
促
進
を

問　

貧
困
や
格
差
が
広
が
り
、
生

活
困
窮
者
も
増
え
て
い
る
。
生
活

困
窮
者
の
た
め
の
「
無
料
・
低
額

診
療
事
業
」
の
利
用
促
進
へ
市
の

取
り
組
み
は
。

答
市
長　

社
会
福
祉
課
の
窓
口
に

事
業
を
実
施
し
て
い
る
病
院
な
ど

を
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
を
置
き
、
周

知
す
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
な

ど
の
相
談
の
際
に
も
、
生
活
保
護

基
準
を
上
回
り
、
保
護
が
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
方
に
必
要
に
応
じ

て
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

◆
県
道
川
藤
野
田
線
の
安
全
対
策

問　

市
民
の
方
か
ら
こ
の
県
道
の

安
全
対
策
を
求
め
る
手
紙
を
頂
き

ま
し
た
。
私
も
子
ど
も
と
一
緒
に

自
転
車
で
走
行
し
、
改
め
て
極
め

て
危
険
を
感
じ
ま
し
た
。
早
急
な

安
全
対
策
を
。

答
都
市
建
設
部
長　

歩
道
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
元
自

治
会
の
意
向
を
確
認
し
、
道
路
管

理
者
の
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に

歩
道
整
備
な
ど
の
安
全
対
策
を
要

望
し
ま
す
。

稲
垣　

茂
行

問　
「
ガ
レ
キ
処
理
」
の
受
入
れ

に
つ
い
て
、
東
埼
玉
資
源
環
境
組

合
は
条
件
付
受
け
入
れ
を
表
明
し

ま
し
た
。
①
第
一
工
場
周
辺
住
民

の
理
解
。
②
焼
却
灰
等
の
搬
出
先

自
治
体
の
同
意
。
③
フ
ル
稼
動
出

来
る
期
間
。
三
条
件
全
て
が
実
現

し
た
場
合
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
、
ど
の
よ
う
な
見
解
で

判
断
を
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
見
通
し
は
。

答
市
長　

今
年
の
４
月
10
日
付
で

県
知
事
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
組
合

理
事
会
で
協
議
し
、
決
定
し
た
。

　

放
射
能
汚
染
が
な
い
こ
と
が
大

前
提
だ
が
、
被
災
地
の
復
興
に
影

響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限

り
受
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

そ
の
後
、
県
か
ら
要
請
は
来
て

い
な
い
。
自
前
の
最
終
処
分
場
を

持
つ
「
さ
い
た
ま
市
・
川
越
市
・

入
間
市
」
に
処
分
を
要
請
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

問　
「
飛
灰
」
の
一
時
保
管
の
現

状
と
見
通
し
、
及
び
エ
コ
パ
ー
ク

吉
川
へ
持
ち
込
ま
れ
る「
主
灰（
ス

ラ
グ
）」
の
放
射
線
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

第
一
工
場
内

に
、
２
千
３
０
０
ト
ン
（
５
月

末
）
あ
り
、
２
年
間
で
排
出
す
る

予
定
。
主
灰
や
放
流
水
の
放
射
線

濃
度
は
不
検
出
。
空
間
放
射
線
量

は
０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
下
回
っ
て
い
る
。

問　
「
焼
却
ご
み
」
は
減
り
続
け

て
い
る
。
必
要
の
な
い
第
二
工
場

の
建
設
を
中
止
し
、
再
資
源
化
施

設
と
す
べ
き
で
は
。

答
市
長　
「
可
燃
ご
み
」
の
安
全
・

安
定
処
理
に
必
要
な
、
焼
却
炉
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
故
障
・
災

害
等
に
対
応
す
る
た
め
第
二
工
場

建
設
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
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歩行者の危険が心配される
県道川藤野田線

市
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
土
地

利
用
構
想
が
変
わ
っ
た
経
緯
は

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
」
で
市
民
の
暮
ら
し
は

ガ
レ
キ
処
理
は
、広
範
な
議
論
で
！

第
二
工
場
建
設
は
、
中
止
を
！




